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1-1インターネット利用人口と普及率

地域別・機器別普及率

＋インターネット白書2003 ＋利用動向調査レポート

携帯電話・PHSでのインターネット世帯普及率を地域別に見た結果である。携帯電

話・PHS自体のカバーエリアの拡大など通信会社の投資効果により、普及率の最も高

い「関東」と最も低い「中国・四国」の差は年々縮小し、全体の格差は少なくなっている。
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携帯電話・PHS所有世帯のインターネット利用率は62.0％
資料1-1-10　地域別 携帯電話・PHS所有世帯における携帯電話・PHSでのインターネット利用率（2002年-2003年比較）

携帯電話・PHSのインターネットでは地域格差が縮小
資料1-1-11　地域別 携帯電話・PHSでのインターネット世帯普及率（2003年）　N=41,530
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地域別の利用率の差は昨年と同程度。「関東」と最も低かった「中国・四国」との差は

縮まったが、今年は「東北」との差が昨年と同程度であった。新サービスや機器の導

入に地域の時差がなくなってきたことから、今後地域差はなくなっていくだろう。
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インターネット利用人口と普及率

利用動向調査レポート

インターネット対応ゲーム機やソフト、ブロードバンド世帯の増加など、普及を牽

引する要素が揃ってきているが、認証、課金の整備や対戦相手との調整などによる

手間から普及の速度はゆるやか。ISPのサービス状況により、地域格差が見られる。
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「中国・四国」「九州」の伸びでPC接続は前年比120.1％
資料1-1-12　地域別 PCでのインターネット世帯普及率（2003年）　N=41,530

ゲーム機器その他は伸びず、わずか3.5％
資料1-1-13　地域別 ゲーム機その他でのインターネット世帯普及率（2003年）　N=41,530
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昨年低かった「中国・四国」「九州」はPC自体の増加が普及率の伸びに貢献。「北海道」

「東北」では、企業や学校の絶対数からPCの導入が少なく、関東などとの格差が約1

割と拡大した。全体では自宅パソコンのインターネット接続率は95.73％である。

地域別・機器別普及率
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